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【
新
刊
紹
介
】

『
河
音
能
平
著
作
集
』

(
全
五
巻
、
文
理
閣
刊
)

河
音
能
平
氏
の
著
作
集
全
五
巻
が
二

O
一
O
年
か
ら
一
一
年
に
か
け
て
刊
行
さ

れ
た
。
刊
行
の
案
内
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の

『市
大
日
本
史
』
第
一
五
号
(
二
O
一

二
年
五
月
)
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
か
、
簡
単
に
内
容
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

一
九
三
三
年
に
神
戸
市
で
生
ま
れ
、

一
九
五
七
年
、
京
都
大
学
文

河
音
氏
は
、

学
部
を
卒
業
し
た
。
同
大
学
院
博
士
課
程
、
同
大
学
研
修
員
、
助
手
な
ど
を
経
た

後

一
九
六
八
年
、
八
代
学
院
大
学
(
現
在
の
神
戸
国
際
経
済
大
学
)
に
助
教
授
と
し

て
赴
任
。

一
九
七
一
年
、
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
に
助
教
授
と
し
て
着
任
。
教
授

を
経
て
、

一
九
九
六
年
、
定
年
退
職
し
、
名
誉
教
授
と
な
っ
た
。
二

O
O
三
年
、

永
眠
。
享
年
七
O
歳
で
あ
っ
た
。

本
著
作
集
は
、
第
一
巻
『
中
世
の
領
主
制
と
封
建
制
』
、
第
二
巻

『天
神
信
仰

と
中
世
初
期
の
文
化
・
思
想
」
、
第
三
巻

『封
建
制
理
論
の
諸
問
題
』
、
第
四
巻

『
中
世
畿
内
の
村
落
と
都
市
』
、
第
五
巻

『中
世
文
書
論
と
史
料
論
』
か
ら
な
る
。

河
音
氏
が
生
前
に
刊
行
さ
れ
た
五
冊
の
著
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
論
文
に
、
未
収

録
の
論
文
を
加
え
、
そ
れ
ら
を
五
つ
の
テ
l
マ
に
沿
っ
て
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
巻
で
は
、
ま
ず
河
音
氏
の
第
一
論
文
集
『
中
世
封
建
制
成
立
史
論
」

(
東
京

大
学
出
版
会
、
一
九
七
一
年
)
に
収
録
さ
れ
た
諸
論
文
が
目
を
ひ
く
。

一
九
六
四
年
北

京
科
学
院
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
た
め
に
執
筆
さ
れ
た
、
著
名
な
「
中
世
封
建
時
代
の

仁

木

宏

土
地
制
度
と
階
級
構
成
」
を
は
じ
め
、

一
九
六
三
年
日
本
史
研
究
会
大
会
報
告
で

あ
る
「
中
世
社
会
成
立
期
の
農
民
問
題
」
な
ど
で
あ
る
。
農
奴
主
階
級
(
大
名
目

堵
)
の
封
建
領
主
(
在
地
領
主
)
化
と
国
家
権
力
の
あ
り
方
や
荘
園
体
制
の
か
か
わ

り
を
論
じ
た
り
、
人
民
大
衆
の
反
封
建
闘
争
、
あ
る
い
は
、
上
層
農
民
の
政
治
的

共
同
組
織
(
村
落
)
の
結
成
と
中
堅
・
下
層
農
民
大
衆
の
村
落
秩
序
か
ら
の
排
除
な

ど
を
実
証
的
、
理
論
的
に
著
し
て
い
る
。
こ
の
他
、
中
世
前
期
に
お
け
る
、
女
性
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の
社
会
的
地
位
に
つ
い
て
論
じ
た
論
稿
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

第
二
巻
に
は
、
文
化
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
関
す
る
論
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

河
音
氏
は
、
封
建
制
研
究
を
進
め
る
一
方
、

「
日
本
民
族
」

(
フ
オ
ル
ク
)
の
成
立

の
研
究
に
も
精
力
的
に
取
り
組
ん
だ
。

「
『国
風
文
化
』
の
歴
史
的
位
置
」
、

「王

土
思
想
と
神
仏
習
合
」
、

「
日
本
院
政
期
文
化
の
歴
史
的
位
置
」
な
ど
の
諸
論
孜

を
通
じ
て
、
国
風
文
化
が
民
族
文
化
の
形
成
に
果
た
し
た
役
割
を
解
明
し
、
当
該

期
の
農
村
が
中
世
的
王
土
思
想
を
生
み
出
す
母
胎
と
な
っ
た
こ
と
を
評
価
し
て
い

る
。
晩
年
に
は
「
天
神
信
仰
」
研
究
を
集
中
し
て
行
い
、

「
道
真
H

超
怨
霊
」
説

を
主
張
し
た
。

第
三
巻
は
、

『
中
世
封
建
制
成
立
史
論
』
第
二
部
の
理
論
的
論
孜
を
中
心
に
編

ま
れ
て
い
る
。

「
農
奴
制
に
つ
い
て
の
お
ぼ
え
が
き
|
い
わ
ゆ
る
「
世
界
史
の
基



本
法
則
」
批
判
の
こ
こ
ろ
み
|
」
は
、
副
題
の
通
り
、
ア
ジ
ア
的
、
古
代
的
、
封

建
的
な
ど
の
諸
生
産
様
式
が
、
各
民
族
に
共
通
し
て
貫
徹
す
る
歴
史
発
展
の
コ

l

ス
で
あ
る
と
す
る
か
の
よ
う
な
「
基
本
法
則
」
を
き
び
し
く
批
判
す
る
。
小
経
営

生
産
様
式
の
普
遍
的
な
存
在
を
前
提
に
、
そ
れ
ら
が
共
同
組
織
を
形
成
し
、
農
奴

制
支
配
の
条
件
に
な
っ
て
い
た
と
も
す
る
。
ま
た
「
歴
史
に
お
け
る
人
民
闘
争
の

役
割
」
は
、
和
辻
哲
郎
・
津
田
左
右
吉
・
柳
田
国
男
ら
を
「
日
本
文
化
論
」
と
一

括
し
て
批
判
す
る
も
の
で
、
河
音
氏
が
歴
史
学
研
究
に
お
け
る
政
治
的
・
文
化
的

主
張
を
も
っ
と
も
鮮
明
に
打
ち
出
し
た
論
文
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

他
、
若
狭
固
鎮
守
二
一
宮
、
ヤ
ス
ラ
イ
ハ
ナ
に
関
す
る
論
文
も
著
名
で
あ
る
。

第
四
巻
は
、
自
治
体
史
で
の
論
述
を
中
心
に
、
大
阪
府
内
の
地
域
史
研
究
の
成

呆
か
ら
な
っ
て
い
る
。
河
音
氏
の
封
建
社
会
成
立
論
を
一
般
の
方
々
向
け
に
著
し

た
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
対
象
と
な
っ
て
い
る
地
域
は
、
島
本
町
、
高
槻
市
、

枚
方
市
、
大
阪
市
(
渡
辺
津
・
四
天
王
寺
)
、
美
原
町
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で

「
縁
共
」
や
長
者
職
、
河
内
鋳
物
師
、
四
天
王
寺
舞
楽
な
ど
を
あ
つ
か
っ
た
も
の

は
、
河
音
氏
の
代
表
的
研
究
と
し
て
知
ら
れ
る
。
中
世
前
期
の
北
摂
の
武
士
団
・

国
人
を
位
置
づ
け
た
研
究
も
貴
重
で
あ
る
。

第
五
巻
は
、
史
料
論
・
文
書
論
、
国
際
交
流
に
関
す
る
著
作
を
中
心
に
ま
と
め

『河音能平著作集j(仁木〕

ら
れ
て
い
る
。
河
音
氏
の
史
料
学
は
、
単
な
る
古
文
書
学
で
は
な
く
、
文
書
が
モ

ノ
と
し
て
機
能
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
動
態
を
把
握
す
る
こ
と
で
、

「
そ
の
時
代
の
社

会
の
骨
格
」
に
せ
ま
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
河
音
氏
は
、
史
料
の

残
存
・
伝
来
形
態
の
な
か
に
「
民
族
」
の
形
成
と
特
質
を
見
い
だ
そ
う
と
し
て
い

る
。
和
泉
河
野
家
文
書
な
ど
の
個
別
事
例
分
析
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

一
九
九
O

年
の
国
際
歴
史
学
会
議
に
参
加
し
た
こ
と
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、
河
音
氏
は
比

較
中
世
史
料
研
究
に
集
中
的
に
取
り
組
ん
だ
。

「
中
世
文
書
の
ア
ド
レ
ス
(
名
宛

人
)
と
そ
の
真
の
受
け
取
り
人
|
極
東
と
西
欧
|
」
な
ど
が
代
表
的
成
果
で
あ
る
。

各
巻
の
巻
末
に
は
、
高
橋
昌
明
、
木
村
茂
光
、
保
立
道
久
、
吉
井
敏
幸
、
高
橋

一
樹
氏
に
よ
る
個
性
的
か
つ
的
確
な
「
解
説
」
が
付
さ
れ
て
い
て
、
河
音
氏
の
研

究
の
歴
史
的
意
義
が
わ
か
り
や
す
く
提
示
さ
れ
て
い
る
。
拙
文
を
執
筆
す
る
に
あ

た
っ
て
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
第
五
巻
の
大
山
喬
平
「
特
論

河
音

能
平
の
時
代
と
そ
の
歴
史
学
」
は
、
河
音
氏
と
時
代
、
空
間
を
共
有
し
た
大
山
氏

な
ら
で
は
の
貴
重
な
「
語
り
」
で
あ
る
。

河
音
氏
の
学
問
研
究
は
、
多
く
の
方
々
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
実
証
が
不
十

分
な
点
も
あ
り
、
ま
た
「
幻
想
」
に
由
来
す
る
部
分
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
個
々
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の
史
料
解
釈
か
ら
体
系
的
な
理
論
を
導
き
、
日
本
中
世
史
の
本
質
に
迫
っ
て
ゆ
く

そ
の
姿
勢
は
「
凄
み
」
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
現
実
の
政
治
世
界
と
の
切

り
結
び
の
中
で
中
世
社
会
を
理
論
的
に
追
究
し
よ
う
と
す
る
河
音
史
学
の
魅
力
は
、

若
い
研
究
者
の
み
な
さ
ん
に
は
容
易
に
理
解
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

現
実
世
界
の
厳
し
さ
に
直
面
し
て
と
も
す
れ
ば
学
問
研
究
の
意
義
を
忘
れ
て
し
ま

い
が
ち
な
我
々
に
は
、
河
音
氏
の
「
直
球
」
を
時
に
は
正
面
で
受
け
と
め
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。


